
■ 主対象の眺望面と当該建築物の高さの関係図作成方法 

 

① 視点の位置及び標高の計測を行う 

  GPSなどを使用し、視点の緯度、経度、標高を測定する。 

  機材を持っていない方には、各総合支庁建築課に配置してあるポケット GPS を貸出し

することが可能。（各総合支庁建築課に問い合わせてください） 

  また、緯度、経度の概数値は、『国土地理院 Webサイト』の地図閲覧サービスで検索す

ることも可能。 

 

 

② ①で求めた緯度・経度から、主対象までの距離・方位角を求める 

  「国土地理院 Webサイト」中の「測量計算サイト」の「２ 距離と方位角の計算」のペ

ージで、データを入力し検索する。 

 

 

③ ①②で求めたデータから、配置図・断面図を作成し、眺望面と建築物の高さの関係を

検討する 

   別紙「図面作成例」のように作成し、計画建築物等が眺望面を超えないことが確認

できれば、ＯＫ。 

引用：国土地理院地図（電子国土Ｗｅｂ） 

    http://maps.gsi.go.jp/ 

地図上で右クリックをした地点の緯

度経度、標高が表示されます 

引用：国土地理院「測量計算サイト」 

http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 

http://maps.gsi.go.jp/
http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html









